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「
令
和
五
年
度
武
蔵
野
市
決
算
の
認
定
に

つ
い
て
」、「
令
和
五
年
度
武
蔵
野
市
水
道
事

業
会
計
利
益
の
処
分
及
び
決
算
の
認
定
に
つ

い
て
」
お
よ
び
「
令
和
五
年
度
武
蔵
野
市
下

水
道
事
業
会
計
利
益
の
処
分
及
び
決
算
の
認

定
に
つ
い
て
」
は
、
九
月
十
八
日
に
設
置
さ

れ
た
決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
同
日

に
各
会
計
決
算
の
事
項
別
説
明
を
受
け
た
後
、

九
月
十
九
日
か
ら
四
日
間
の
審
査
を
行
い
ま

し
た
（
二
・
三
面
に
決
算
特
別
委
員
会
審
査

概
要
を
掲
載
）。

　

九
月
三
十
日
の
本
会
議
で
は
、宮
代　
一
利

決
算
特
別
委
員
長
が
委
員
会
で
の
審
査
経
過

の
報
告
を
行
い
、
各
会
派
の
代
表
七
名
と
会

派
に
属
さ
な
い
議
員
一
名
の
計
八
名
が
討
論

を
行
い
ま
し
た
（
四
面
に
各
会
派
の
討
論
を

掲
載
）。
討
論
終
了
後
の
採
決
の
結
果
、
武

蔵
野
市
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
は
賛
成
多
数

　

第
三
回
定
例
会
は
九
月
三
日
か
ら
同
月
三
十
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
議
会
で
は
、
二
十
三
人
の
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
議
案
で
は
、
令
和

五
年
度
武
蔵
野
市
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
の
ほ
か
、
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア

ノ
の
買
入
れ
に
つ
い
て
な
ど
十
二
件
の
市
長
提
出
議
案
、
当
面
の
間
、
現
行
の
健
康
保
険
証
と

マ
イ
ナ
保
険
証
の
両
立
を
求
め
る
意
見
書
の
議
員
提
出
議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

第
三
回
市
議
会
定
例
会

で
認
定
さ
れ
、
そ
の
他
二
議
案
は
全
会
一

致
で
可
決
さ
れ
、
お
よ
び
認
定
さ
れ
ま
し

た
。一

般
会
計
補
正
予
算
を
可
決

ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
に
係
る
経
費
を
計
上
、

わ
く
ら
す
武
蔵
野
の
土
地
を
購
入
へ

　

九
月
十
八
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

「
令
和
六
年
度
武
蔵
野
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
二
回
）」
が
賛
成
多
数
で
可
決

さ
れ
、
「
令
和
六
年
度
武
蔵
野
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
三
回
）」
が
全
会
一
致

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
二
回
の
主
な
内
容
は
、
都
が
新
規
に

補
助
を
行
う
こ
と
に
伴
い
実
施
す
る
小
児

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
事
業
と
、
国

が
接
種
費
用
を
示
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
に
つ
い
て
、
当

初
予
算
の
不
足
分
を
補
正
す
る
も
の
で
す
。

　

第
三
回
の
内
容
は
、
障
害
者
支
援
施
設

わ
く
ら
す
武
蔵
野
が
立
地
し
て
い
る
土
地

に
相
続
が
生
じ
た
こ
と
に
伴
い
、
当
該
土

地
を
購
入
す
る
た
め
に
四
億
五
千
万
円
を

予
算
に
追
加
す
る
も
の
で
す
。

武
蔵
野
市
立
武
蔵
野
芸
能
劇
場

ほ
か
二
施
設
の
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て
を
可
決

　

九
月
九
日
の
総
務
委
員
会
で
の
審
査
を

経
て
、
同
月
十
八
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

「
武
蔵
野
市
立
武
蔵
野
芸
能
劇
場
ほ
か
二

施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
」

が
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
議
案
は
、
指
定
管
理
者
制
度
に
関
す

る
基
本
指
針
に
お
い
て
今
後
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て
は
公
募
を
行
う
も
の

と
位
置
づ
け
た
五
つ
の
公
の
施
設
の
う
ち
、

武
蔵
野
芸
能
劇
場
、
武
蔵
野
ス
イ
ン
グ 

ホ
ー
ル
お
よ
び
か
た
ら
い
の
道
市
民
ス 

ペ
ー
ス
に
つ
い
て
、
公
募
の
結
果
、
新
た

な
指
定
管
理
者
と
し
て
ア
ク
テ
ィ
オ
株
式

会
社
を
指
定
す
る
も
の
で
す
。

　

指
定
期
間
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か

ら
令
和
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
五

年
間
で
す
。

令
和
五
年
度
決
算
を
認
定

一
般
会
計
歳
入
は
七
百
九
十
四
億
円
、
一
般
会
計
歳
出
は
七
百
六
十
二
億
円

もっと知りたい！議会のこと
～市民と議会の意見交換会～

　武蔵野市議会では、令和２年４月に議会基本条例を制定し、その後も議会改革に取り組んで
きました。これまでの取り組みを報告し、市民の皆様と幅広く意見交換を行います。

日 時 　令和６年１１月２３日（祝・土曜日）午後１時 開場
　午後１時３０分開会　午後３時３０分閉会（予定）

会 場 　武蔵野市役所８階　8１１会議室

＜会場参加＞
■申し込みは不要です。直接会場へお越しください。
■�お子様の同伴も可能です（託児サービスはありませんが、会場内にキッズスペー
スがあります。）。

＜オンライン参加＞
■令和６年11月１日（金曜日）から20日（水曜日）までの間に、事前申し込みが必要です。

参
加
方
法

詳細は
ホームページへ

オンライン参加も可能
です

何を
しているの？

議会っ
て

どんな
ところ

？

１面写真募集要領〈次回の締め切り　令和７年１月６日〉

●内　　容：�武蔵野市内（市域が一部含まれる公園、施設等を含む。）で応募
者自身が撮影した、未発表※のオリジナル作品（カラー）に限り
ます（人物が写っている場合は、必ずご本人の了承を得てくださ
い。）。� �
※�インターネット、ＳＮＳ等で掲載したものや、個展や写真の掲
載が主目的な催しは発表とする。ただし、地域行事への協力展
示（例えば、コミセンや学校での展示など）は未発表とする。

●規　　格：�①紙焼きの場合　　・サイズ　２Ｌ判～Ａ４� �
②デジタルデータの場合� �
・ファイル形式　ＪＰＥＧ形式� �
・画像サイズ　1600×1200ピクセル以上� �
・ファイルサイズ　２ＭＢ程度まで

●審　　査：議会広報委員会が審査します。

●発　　表：�採用された作品は、令和７年２月１日発行の市議会だよりに掲載
する予定です。ただし、紙面構成の都合上、掲載しない場合があ
りますのであらかじめご了承ください。

●著 作 権：�作品の著作権は撮影者本人に帰属します。ただし、次号の市議会
だより発行までは、他媒体での発表等をご遠慮いただくことを、
作品採用の条件といたします。

●期　　限：令和７年１月６日（月曜日）当日消印有効

●応募方法：�撮影者の住所・氏名（ふりがな）・電話番号・撮影年月日・撮影
場所・作品名・作品に関するコメント (100字程度 ) を明記のうえ、
下記宛先までご応募ください（本名以外での掲載を希望する場合、
上記に加え、ペンネーム（ふりがな）を明記してください。）。� �
作品は返却いたしません。なお、今回採用されなかった場合は、
次号以降の市議会だよりの１面写真に使用させていただく場合が
あります。

●宛　　先：�〒180-8777武蔵野市緑町２- ２-28�� �
武蔵野市議会事務局市議会だより担当� �
デジタルデータの場合はメールで�� �
ofc-gikai@city.musashino.lg.jp　まで� �
（上記以外のメールアドレスや各種メディア等での送付はご遠慮
ください。）
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総
括
・
人
件
費

経
験
豊
富
な
職
員
の
知
見
が

生
か
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は

総
務
費

子
ど
も
の
権
利
は
言
葉
で
は
な
く

中
身
に
つ
い
て
の
周
知
啓
発
を

農
業
費
・
商
工
費

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
麦
わ
ら
帽
子
の

全
体
の
実
質
的
な
収
支
を
示
せ

二
千
万
円
以
上
の
教
師
用
指
導
書
の

買
い
入
れ
に
関
し
、
令
和
六
年
五
月
に
臨

時
会
を
開
催
し
追
認
す
る
事
態
と
な
っ
た
。

こ
の
件
に
関
す
る
、
経
験
豊
富
な
職
員
の

知
識
が
生
か
さ
れ
て
い
な
い
と
の
監
査
委

員
の
指
摘
に
つ
い
て
、
詳
細
と
対
応
は
。

原
因
は
、
議
決
事
項
と
な
る
契
約
金

額
の
認
識
が
漏
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

職
員
が
実
際
の
会
計
事
務
を
行
っ
て
い
な

い
こ
と
が
一
つ
の
要
因
で
あ
り
、
実
務
の

中
で
育
ま
れ
る
経
験
が
承
継
さ
れ
て
い
な

い
と
考
え
た
。
議
決
を
要
す
る
契
約
の
処

理
方
法
に
関
す
る
規
則
を
改
正
し
周
知
す

る
ほ
か
予
算
編
成
段
階
で
注
意
喚
起
す
る
。

�

事
務
事
業
評
価
に
関
し
、
事
業
数
を

把
握
し
て
い
な
い
と
の
こ
と
だ
が
、
削
減

効
果
を
測
る
う
え
で
も
把
握
す
べ
き
で
は
。

事
業
全
体
を
把
握
し
た
う
え
で
の
見

直
し
が
必
要
だ
。
第
七
期
長
期
計
画
に
合

わ
せ
、
新
た
な
行
政
評
価
制
度
を
検
討
し

て
お
り
、
把
握
方
法
等
を
検
討
し
た
い
。

�

市
役
所
内
で
の
、
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
や
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
状

況
や
対
応
を
伺
う
。

令
和
五
年
度
の
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
相
談
件
数
は
二
十
一
件
で
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
エ
ラ
ー
と
思
わ
れ
る
事
例
が

多
く
、
研
修
を
通
じ
周
知
啓
発
す
る
。
カ

ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
過
剰
要
求
と

思
わ
れ
る
行
為
も
見
受
け
ら
れ
、
不
当
要

求
と
位
置
づ
け
て
組
織
で
対
応
し
て
い
る
。

�

正
規
職
員
を
削
減
し
た
一
方
で
会
計

年
度
任
用
職
員
を
増
や
し
て
き
た
が
、
役

割
分
担
や
外
部
に
委
託
す
る
業
務
を
、
ど

う
整
理
す
る
か
再
検
討
す
る
時
期
で
は
。

業
務
が
多
様
化
す
る
中
で
、
ど
う
バ

ラ
ン
ス
を
と
り
配
置
す
る
か
が
問
わ
れ
る
。

特
定
事
業
主
行
動
計
画
等
を
検
討
し
つ
つ
、

人
材
育
成
や
行
政
改
革
の
観
点
も
含
め
、

総
合
的
に
考
え
る
時
期
と
認
識
し
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
が
市
税
収
入
へ
与
え

る
影
響
に
つ
い
て
、
市
報
へ
掲
載
し
た
こ

と
を
評
価
す
る
が
、
今
後
の
展
開
は
。

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
よ
り
市
税
収

入
が
減
少
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
へ
の
影
響

が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
等
を
周
知
す
る
た
め

市
報
へ
掲
載
し
た
。
今
後
も
引
き
続
き
周

知
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

�

議
会
中
継
シ
ス
テ
ム
に
関
し
、
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
に
よ
る
配
信
の
検
討
状
況
は
。

多
摩
地
域
で
も
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
に
よ

り
配
信
し
て
い
る
市
が
あ
る
が
、
配
信
の

供
給
管
理
が
事
業
者
側
に
な
る
た
め
、
予

告
な
く
仕
様
が
変
わ
る
、
そ
れ
に
伴
い
配

信
が
突
然
行
わ
れ
な
く
な
る
等
の
課
題
が

あ
る
と
伺
っ
て
い
る
。
過
去
に
議
会
改
革

等
で
協
議
し
た
が
、
安
定
的
な
配
信
の
点

か
ら
、
当
面
見
送
る
と
の
結
論
を
出
し
た
。

子
ど
も
の
権
利
に
つ
い
て
、
言
葉
で

は
な
く
中
身
の
理
解
を
高
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
る
が
周
知
啓
発
の
目
標
は
。

目
標
は
子
ど
も
た
ち
に
、
自
分
た
ち

に
ど
の
よ
う
な
権
利
が
あ
り
、
ど
う
守
ら

れ
る
の
か
等
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
だ
。

子
ど
も
の
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
で
公
開
講

座
を
行
う
な
ど
周
知
啓
発
に
努
め
た
い
。

�

住
民
投
票
制
度
に
つ
い
て
は
議
論
が

凍
結
さ
れ
、
第
六
期
長
期
計
画
・
第
二
次

調
整
計
画
の
テ
ー
マ
に
含
ま
れ
て
い
な
い

が
、
住
民
投
票
条
例
の
制
定
を
目
指
す
方

向
性
は
変
わ
ら
な
い
と
理
解
し
て
よ
い
か
。

今
は
議
論
す
る
時
期
で
は
な
い
と
い

う
判
断
か
ら
凍
結
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ

り
、
現
時
点
で
は
第
六
期
長
期
計
画
・
調

整
計
画
の
記
載
自
体
に
変
更
は
な
い
。

�

文
化
施
設
の
指
定
管
理
者
に
つ
い
て
、

今
年
度
、
公
募
に
よ
り
財
援
団
体
が
競
争

に
負
け
た
要
因
を
ど
う
考
え
る
か
。

民
間
事
業
者
の
よ
い
提
案
が
評
価
さ

れ
た
結
果
で
あ
り
、
今
ま
で
の
運
営
、
取

り
組
み
が
劣
る
と
は
認
識
し
て
い
な
い
。

�

平
和
施
策
の
あ
り
方
懇
談
会
に
つ
い

て
、
有
識
者
か
ら
具
体
的
な
施
策
の
意
見

が
書
き
込
ま
れ
た
報
告
書
が
ま
と
め
ら
れ

た
が
、
今
後
市
の
施
策
に
ど
う
生
か
す
か
。

市
民
が
保
有
す
る
戦
争
遺
物
に
実
際

に
触
れ
ら
れ
る
展
示
を
実
施
し
た
。
ま
た
、

中
高
生
世
代
が
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を

継
続
的
に
実
施
し
、
戦
争
体
験
を
次
世
代

に
つ
な
ぐ
若
者
の
育
成
を
図
り
た
い
。

民
生
費

補
聴
器
購
入
費
助
成
事
業
の

今
後
の
拡
充
の
可
能
性
は

補
聴
器
購
入
費
助
成
事
業
に
つ
い
て
、

市
民
ニ
ー
ズ
の
捉
え
方
、
事
業
の
課
題
や

今
後
の
拡
充
に
つ
い
て
の
見
解
を
伺
う
。

難
聴
は
認
知
症
の
危
険
因
子
の
一
つ

で
あ
り
、
フ
レ
イ
ル
予
防
と
し
て
行
っ
て

い
る
。
開
始
後
ま
も
な
い
事
業
で
あ
り
、

検
証
し
つ
つ
拡
充
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

�

福
祉
総
合
相
談
窓
口
で
は
、
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
る
相
談
内
容
の
変
化
が
あ
る
の
か
。

相
談
内
容
の
大
き
な
変
化
は
な
い
が
、

ひ
き
こ
も
り
の
相
談
窓
口
が
生
活
福
祉
課

で
あ
る
と
認
知
さ
れ
、
家
族
か
ら
の
電
話

等
で
窓
口
に
つ
な
が
る
こ
と
が
増
え
た
。

�

市
内
保
育
園
に
お
け
る
事
故
概
要
に

つ
い
て
、
本
件
を
議
会
に
報
告
し
な
か
っ

た
理
由
を
伺
う
。
ま
た
、
本
件
を
市
と
し

て
重
大
な
事
故
と
捉
え
、
今
後
同
じ
こ
と

が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
と
い
う
理
解
で
よ
い
か
。

該
当
者
の
個
人
情
報
に
配
慮
し
た
結

果
、
議
会
に
報
告
し
な
か
っ
た
。
当
該
保

育
園
の
運
営
団
体
か
ら
は
、
本
件
を
重
く

受
け
止
め
対
応
す
る
旨
の
連
絡
を
受
け
て

お
り
、
市
と
し
て
も
重
く
受
け
止
め
、
し

っ
か
り
と
指
導
監
督
し
て
い
き
た
い
。

衛
生
費

歯
科
健
診
の
受
診
率
向
上
を
受
け

今
後
の
受
診
率
目
標
設
定
の
水
準
は

歯
科
健
康
診
査
に
つ
い
て
、
令
和
五

年
度
は
四
年
度
よ
り
大
幅
に
受
診
率
が
伸

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
麦
わ
ら
帽
子
の

経
営
状
況
と
令
和
五
年
度
の
実
績
は
。
ま

た
市
で
補
助
し
て
い
る
家
賃
等
に
つ
い
て

も
数
字
と
し
て
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

ア
ナ
ロ
グ
と
デ
ジ
タ
ル
の
両
面
で
の

広
報
を
展
開
し
た
こ
と
や
行
事
出
店
が
復

活
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
黒
字
で
あ
っ
た
。

数
字
に
つ
い
て
、
今
後
ど
の
よ
う
な
形
で

表
す
の
か
は
検
討
し
た
い
。

�

農
地
保
全
に
つ
い
て
見
解
を
問
う
。

生
産
緑
地
や
営
農
が
困
難
に
な
っ
た

農
地
等
を
貸
借
し
市
民
農
園
に
転
用
す
る

ふ
る
さ
と
納
税
の
影
響
に
関
す
る

今
後
の
周
知
方
針
は

歳
入
・
議
会
費

び
た
が
、
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る

か
。
ま
た
今
後
の
受
診
率
の
目
標
は
。

令
和
五
年
度
か
ら
健
診
対
象
者
全
員

に
受
診
券
シ
ー
ル
を
送
付
し
た
結
果
、
受

診
率
が
向
上
し
た
。
今
後
の
受
診
率
の
目

標
は
、
令
和
五
年
度
の
十
五
パ
ー
セ
ン
ト

を
ベ
ー
ス
と
し
て
考
え
た
い
。

�

若
年
層
健
康
診
査
の
受
診
率
を
よ
り

向
上
さ
せ
る
た
め
の
方
策
を
伺
う
。

三
十
八
歳
お
よ
び
三
十
九
歳
の
国
民

健
康
保
険
被
保
険
者
に
対
し
受
診
を
勧
奨

し
て
い
る
が
、
受
診
勧
奨
対
象
者
の
拡
大

は
予
算
措
置
を
伴
う
た
め
検
討
が
必
要
だ
。

�

雨
水
浸
透
施
設
等
助
成
事
業
は
、
予

算
額
に
対
し
決
算
額
が
少
な
い
が
課
題
は
。

啓
発
や
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
直
接
訪
問
等

も
行
っ
て
い
る
が
、
特
殊
詐
欺
と
疑
わ
れ
、

面
会
に
応
じ
て
も
ら
え
な
い
点
が
課
題
だ
。

�

む
さ
し
の
市
民
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
は

周
知
の
た
め
、
大
掛
か
り
な
展
示
を
行
っ

て
い
た
が
、
要
し
た
費
用
を
伺
う
。

吉
祥
寺
駅
前
の
商
業
施
設
事
業
者
の

方
々
に
協
力
い
た
だ
き
、
周
知
の
た
め
の

パ
ネ
ル
展
示
を
行
っ
た
が
、
費
用
に
つ
い

て
は
無
償
で
対
応
し
て
い
た
だ
い
た
。

　令和５年度予算は、「誰もが安心して暮らし続けられるまちへ　平和が続く未来をつくる予算」として編成されました。
　令和５年度一般会計および３特別会計の歳入決算総額は1,103億1,909万円、歳出決算総額は1,063億261万円で、40億
1,648万円が令和６年度へ繰り越されました。水道事業会計の収益的収入および支出は、収入36億6,059万円、支出36億
1,265万円で、収益的収支は4,794万円のプラスとなりました。下水道事業会計の収益的収入および支出は、収入28億976万
円、支出26億8,985万円で、収益的収支は１億1,991万円のプラスとなりました。
　普通会計で見る財政力指数は、単年度は1.589で、前年度に比べ0.072ポイント上昇し、３年間の平均は1.507で、前年度
に比べ0.023ポイント上昇しました。公債費負担比率は2.4％で、前年度に比べ0.2ポイント低下しました。経常収支比率は
79.5％で、前年度に比べ1.7ポイント低下しました。東京都26市の平均を見ると、財政力指数（３年間平均）は0.942、公
債費負担比率は6.5％、経常収支比率は91.5％となっており、各市との比較では、いずれも良好な数値を保っています。
　以下は決算特別委員会における審査の概要です。

審査概要

歳 入 歳 出
761億7,841万円

人口１人当たり　53万6,190円
１世帯当たり　　100万3,774円

人口１人当たり　51万4,444円
１世帯当たり

その他
37億8,407万円
（4.9%）

793億9,853万円

市税
447億8,059万円
（56.4%）

市税
447億8,059万円
（56.4%）

115億7,107万円
（14.6%）

国庫支出金
115億7,107万円
（14.6%）

都支出金
87億6,069万円
（11.0%）

地方消費税交付金
38億1,144万円
（4.8%）

繰越金
41億5,786万円
（5.2%）

繰入金
8億2,884万円
（1.0%）

使用料及び手数料
16億397万円
（2.0%）

市債
1億円
（0.1%）

338億9,999万円
（44.5%）

民生費
338億9,999万円
（44.5%）

128億314万円
（16.8%）

総務費
128億314万円
（16.8%）

その他 1億4,083万円
（0.2%）

教育費
122億7,164万円
（16.1%）

衛生費
63億385万円
（8.3%）

土木費
61億6,620万円
（8.1%）

消防費
20億9,059万円（2.7%）

公債費
13億7,323万円（1.8%）

商工費 6億7,652万円（0.9%）
議会費 4億5,242万円（0.6%）

96万3,065円

宮代　一利　決算特別委員長

審査した特別委員
令和５年度決算審査に当
たった特別委員の氏名は、
次のとおり。

◎宮代　一利　○西園寺　みきこ
　道場　ひでのり　　大野　あつ子
　東山　あきお　　菅　源太郎
　山崎　たかし　　三島　杉子
　山本　ひとみ　　川名　ゆうじ

◎印 委員長　 ○印 副委員長
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な
ど
、
農
地
を
残
し
て
い
く
た
め
に
、
取

り
組
ん
で
い
く
必
要
性
を
認
識
し
て
い
る
。

�

商
店
会
活
性
出
店
支
援
金
が
三
駅
圏

で
広
く
利
用
さ
れ
る
よ
う
働
き
か
け
て
は
。

商
店
会
や
む
さ
し
の
創
業
・
事
業
承

継
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
等
で
し
っ
か
り
と
周

知
を
し
て
い
き
た
い
。

土
木
費

三
鷹
駅
北
口
整
備
の

進
捗
状
況
と
課
題
は

三
鷹
駅
北
口
の
整
備
に
関
し
、
事
業

の
全
体
的
な
進
捗
状
況
と
課
題
を
伺
う
。

令
和
六
年
三
月
に
策
定
し
た
交
通
環

境
基
本
方
針
で
、
将
来
的
に
は
二
ロ
ー
タ

リ
ー
化
し
歩
車
分
離
す
る
考
え
を
示
し
た
。

東
ま
た
は
西
に
土
地
の
拡
張
が
必
要
だ
が
、

こ
れ
に
要
す
る
用
地
取
得
が
課
題
で
あ
る
。

�

ム
ー
バ
ス
の
運
賃
に
関
し
、
他
の
交

通
事
業
者
等
か
ら
の
意
見
は
出
て
い
る
か
。

地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
で
市

場
運
賃
と
の
か
い
離
の
話
は
あ
る
が
百
円

で
外
出
支
援
す
る
観
点
を
守
っ
て
き
た
経

緯
も
あ
り
、
今
す
ぐ
の
変
更
予
定
は
な
い
。

�

あ
ん
し
ん
住
ま
い
推
進
事
業
の
予
算

執
行
率
が
低
い
理
由
を
伺
う
。

十
件
か
ら
十
五
件
程
度
の
成
約
を
見

込
ん
で
予
算
を
計
上
し
た
が
、
実
際
の
成

約
件
数
が
四
件
だ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

�

都
市
計
画
道
路
三
・
四
・
二
十
七
号

線
の
都
市
計
画
変
更
案
で
配
慮
し
た
点
は
。

都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
、
ウ
ォ
ー

カ
ブ
ル
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
方
針
が

示
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
武
蔵
境
駅
西
口

の
交
通
環
境
の
大
き
な
変
化
を
考
慮
し
た
。

教
育
費

学
習
者
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の

適
切
な
管
理
・
運
用
を

学
習
者
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
つ
い

て
、
備
品
台
帳
へ
の
登
録
が
漏
れ
て
い
た

と
の
こ
と
だ
が
対
応
は
。
ま
た
、
破
損
件

数
増
加
を
受
け
、
令
和
六
年
度
の
運
用
は
。

台
帳
を
作
成
し
対
応
し
た
。
保
守
環

境
を
見
直
し
、
修
理
期
間
の
短
縮
や
保
険

適
用
に
よ
る
修
繕
費
低
減
を
図
っ
て
い
る
。

�

不
登
校
児
童
生
徒
数
が
こ
こ
数
年
増

え
て
い
る
理
由
は
。
ま
た
、
フ
リ
ー
ス 

ク
ー
ル
で
の
授
業
等
を
市
立
小
・
中
学
校

へ
反
映
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
伺
う
。

国
全
体
と
同
程
度
の
増
え
幅
で
あ
り
、

特
段
の
理
由
は
な
い
。
公
立
学
校
は
学
習

指
導
要
領
に
の
っ
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

逸
脱
し
な
い
範
囲
で
有
効
な
授
業
等
を
反

映
さ
せ
る
こ
と
は
検
討
す
る
余
地
が
あ
る
。

�

熱
中
症
対
策
で
市
立
小
・
中
学
校
の

エ
ア
コ
ン
設
置
拡
充
を
求
め
る
が
見
解
は
。

校
内
の
居
室
へ
の
設
置
を
進
め
て
お

り
、
可
動
式
空
調
機
で
の
対
応
も
検
討
し

つ
つ
、
空
調
を
設
置
し
て
い
る
空
き
教
室

を
利
用
す
る
な
ど
工
夫
し
て
対
応
し
た
い
。

�

市
立
図
書
館
に
つ
い
て
、
他
自
治
体

に
比
べ
て
最
大
副
本
冊
数
が
多
い
状
況
で

あ
る
が
、
図
書
館
と
し
て
の
蔵
書
方
針
と

い
う
観
点
か
ら
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

副
本
冊
数
は
徐
々
に
減
ら
し
、
一
般

的
な
水
準
に
近
づ
け
た
い
。
利
用
者
サ
ー

ビ
ス
と
い
う
観
点
を
考
慮
し
、
バ
ラ
ン
ス

を
見
つ
つ
、
蔵
書
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

特
別
会
計

国
保
財
政
健
全
化
の
た
め
の

具
体
的
な
取
り
組
み
は

〈
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
〉

財
政
健
全
化
に
つ
い
て
、
収
入
を
増

や
す
だ
け
で
な
く
支
出
を
減
ら
す
取
り
組

み
が
重
要
で
あ
る
が
、
具
体
的
な
施
策
は
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
の
利
用
促
進
の
周
知

の
ほ
か
、
健
康
診
査
結
果
の
見
方
に
つ
い

て
の
講
座
の
実
施
、
血
糖
と
血
圧
、
脂
質

異
常
の
方
へ
の
受
診
勧
奨
等
を
行
っ
た
。

〈
介
護
保
険
事
業
会
計
〉

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事

業
は
事
業
の
実
施
が
難
し
く
、
ま
た
人
材

不
足
の
実
態
を
聞
く
が
、
本
市
の
状
況
は
。

協
議
の
中
で
単
価
等
を
決
定
し
事
業

に
参
入
い
た
だ
い
て
お
り
、
実
績
は
右
肩

上
が
り
で
伸
び
、
コ
ロ
ナ
前
に
戻
っ
て
き

た
。
人
材
確
保
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、

支
援
策
を
検
討
し
て
い
る
が
、
現
時
点
で

事
業
が
実
施
で
き
な
い
状
態
で
は
な
い
。

水
道
事
業
会
計

漏
水
調
査
委
託
は
正
確
な

漏
水
件
数
を
計
上
し
て
い
る
か

漏
水
調
査
委
託
に
つ
い
て
、
委
託
調

査
以
外
で
発
見
さ
れ
る
漏
水
も
あ
る
と
考

え
る
が
、
実
績
は
計
上
で
き
て
い
る
か
。

市
民
や
工
事
業
者
が
発
見
し
た
漏
水

に
つ
い
て
は
、
給
水
施
設
調
査
委
託
の
中

の
漏
水
発
見
件
数
と
し
て
把
握
し
て
お
り
、

す
べ
て
の
漏
水
件
数
を
計
上
し
て
い
る
。

下
水
道
事
業
会
計

合
流
式
下
水
道
改
善
施
設
の
状
況
を

見
え
る
化
し
な
い
理
由
は

東
町
一
丁
目
や
東
町
四
丁
目
の
合
流

式
下
水
道
改
善
施
設
の
稼
働
状
況
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
見
え
る
化
し
な
い
理
由
は
。

直
ち
に
災
害
に
つ
な
が
る
よ
う
な
施

設
で
は
な
い
た
め
見
え
る
化
し
て
い
な
い
。

監
査
意
見
書

〈
一
般
会
計
、
三
特
別
会
計
〉

　

各
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
書
お
よ
び
付

属
書
類
は
、
法
令
に
適
合
し
て
作
成
さ
れ

て
お
り
、
決
算
の
計
数
は
、
関
係
諸
帳
簿

お
よ
び
証
拠
書
類
と
照
合
し
た
結
果
、
正

確
で
あ
る
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
に
伴
う
会
計
事
務
処
理

は
、
法
令
等
に
従
っ
て
適
正
に
執
行
さ
れ

て
お
り
、
さ
ら
に
基
金
の
運
用
状
況
を
示

す
書
類
の
金
額
は
、
基
金
出
納
簿
お
よ
び

証
書
類
と
符
合
し
、
計
数
は
正
確
な
も
の

と
認
め
ら
れ
た
。

　

財
産
の
取
得
に
つ
い
て
、
予
定
価
格
が

二
千
万
円
以
上
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

議
会
の
議
決
を
経
ず
に
買
い
入
れ
を
行
っ

た
こ
と
に
よ
り
、
令
和
六
年
五
月
に
第
一

回
市
議
会
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
、
追
認
の

議
案
が
提
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
令
和
五
年

度
第
一
回
定
期
監
査
で
は
購
入
し
た
す
べ

て
の
学
習
者
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
等
の
備

品
台
帳
へ
の
登
録
が
漏
れ
て
い
る
こ
と
が

判
明
し
た
。
財
務
会
計
事
務
を
は
じ
め
と

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
研
修
会
や
説
明
会
が
開

催
さ
れ
て
い
る
が
、
学
ん
だ
知
識
の
定
着

が
し
っ
か
り
図
ら
れ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が

見
受
け
ら
れ
る
。
今
後
、
次
世
代
を
担
う

職
員
へ
先
輩
職
員
が
持
つ
知
見
の
承
継
が

進
む
よ
う
、
実
務
お
よ
び
研
修
等
に
係
る

実
効
性
の
向
上
を
研
究
さ
れ
た
い
。

〈
水
道
事
業
会
計
〉

　

決
算
諸
表
は
、
地
方
公
営
企
業
法
そ
の

他
関
係
法
令
に
適
合
し
、
か
つ
、
正
確
で

あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
水
道
事

業
の
経
営
成
績
お
よ
び
財
政
状
態
を
適
正

に
表
示
し
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

〈
下
水
道
事
業
会
計
〉

　

決
算
諸
表
は
、
地
方
公
営
企
業
法
そ
の

他
関
係
法
令
に
お
お
む
ね
適
合
し
、
か
つ
、

正
確
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、

下
水
道
事
業
の
経
営
成
績
お
よ
び
財
政
状

態
を
適
正
に
表
示
し
て
い
る
も
の
と
認
め

ら
れ
た
。

�

監
査
委
員　

小
島　

麻
里

�

深
沢　

達
也

消
防
費

災
害
用
ト
イ
レ
の

整
備
状
況
は

災
害
用
ト
イ
レ
の
整
備
状
況
を
伺
う
。

避
難
所
と
な
る
市
立
小
・
中
学
校
十

八
校
に
下
水
道
直
結
型
の
災
害
用
ト
イ
レ

を
整
備
し
て
い
る
。
ま
た
避
難
所
二
十
校

に
簡
易
ト
イ
レ
計
百
四
十
台
、
携
帯
ト
イ

レ
計
十
八
万
八
千
八
百
回
分
、
障
害
を
お

持
ち
の
方
用
の
ト
イ
レ
を
計
二
千
回
分
備

蓄
し
て
い
る
ほ
か
、
公
園
に
計
五
百
五
十

四
基
の
災
害
用
ト
イ
レ
を
設
置
し
て
い
る
。

�

避
難
所
で
飲
料
水
を
供
給
す
る
際
、

給
水
車
は
出
動
す
る
の
か
。

二
十
か
所
の
学
校
避
難
所
の
う
ち
二

か
所
は
都
立
高
校
で
災
害
用
井
戸
が
な
い
。

そ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
優
先
的
に
給
水
車

を
配
置
す
る
な
ど
順
位
づ
け
が
必
要
だ
。

決算特別委員会 審査概要
※令和５年度（令和５年４月から令和６年３月まで）
　決算の審査内容を掲載しています。決算特別委員会の審査風景

歳 入 歳 出
761億7,841万円

人口１人当たり　53万6,190円
１世帯当たり　　100万3,774円

人口１人当たり　51万4,444円
１世帯当たり

その他
37億8,407万円
（4.9%）

793億9,853万円

市税
447億8,059万円
（56.4%）

市税
447億8,059万円
（56.4%）

115億7,107万円
（14.6%）

国庫支出金
115億7,107万円
（14.6%）

都支出金
87億6,069万円
（11.0%）

地方消費税交付金
38億1,144万円
（4.8%）

繰越金
41億5,786万円
（5.2%）

繰入金
8億2,884万円
（1.0%）

使用料及び手数料
16億397万円
（2.0%）

市債
1億円
（0.1%）

338億9,999万円
（44.5%）

民生費
338億9,999万円
（44.5%）

128億314万円
（16.8%）

総務費
128億314万円
（16.8%）

その他 1億4,083万円
（0.2%）

教育費
122億7,164万円
（16.1%）

衛生費
63億385万円
（8.3%）

土木費
61億6,620万円
（8.1%）

消防費
20億9,059万円（2.7%）

公債費
13億7,323万円（1.8%）

商工費 6億7,652万円（0.9%）
議会費 4億5,242万円（0.6%）

96万3,065円

一般会計歳入決算の内訳
および歳出決算の目的別内訳
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各会派の討論
決算に対する 日本維新の会武蔵野市議団

市民の側に立った、コンパクトで
機能的な市役所を目指すべき
①反対　②③賛成

　昨年と同様に行政改革の成果が見ら
れず、財政上厳しい状況だとしながら、
事務事業の数も把握していない。超過
勤務も多く、無駄な計画が多いという
課題が改善されていない。事務事業評
価が進めば、効率的で質の高い仕事が
できると考える。また補助率が50％を
超える団体の健全化も、議会へは執行
額のみの報告であり把握ができない。
公文書管理については、想定よりも多
くの文書を廃棄している。意思決定に
関連した文書のデータでの保存や整理

を強く要望するほか、新型コロナウイル
スワクチンの接種記録も、救済のため
保存期間の延長を望む。一方で、ＤＸ
や広報等一定の成果を出し来年度以降
期待できる部分もあった。平和事業は、
新しい時代に見合った、イデオロギー
優先でない事業への進化を求める。本
市や日本をめぐる安全保障情勢は大い
に変化しており、自衛隊や政府とのさ
らなる連携を求める。政権交代したか
らには、市民の側に立ちコンパクトで機
能的な市役所を目指してほしい。

東山　あきお　議員

立憲民主ネット

市民福祉向上のため、議会と執行部の
情報共有、施策評価の在り方の改善を
①②③賛成

　令和５年度は、新型コロナウイルス
感染症が５類に変更され、市長が交代
した年であった。決算等審査意見書で、
基礎的知識の定着と知見の承継が課題
と指摘されており、この指摘は厳しく
受け止めなければならないが、市長か
らみずからを先頭に改善を徹底すると
の決意が示されたことを評価し、今後
の取り組みを注視したい。会計年度任
用職員の待遇改善が急務であるため、
改善すべき点を早急に整理し、可能な
点から実施に移すよう提案する。市民

の担税力に感謝しつつ、「施策をどの
ように実施したか（アウトプット）」
から「施策の実施が市民にどのような
便益をもたらしたか（アウトカム）」
に着目した評価へと大幅に改善するこ
とを提案する。また、議会と執行部の
情報共有の在り方について、議会は二
元代表制の一翼として市政への責任を
担っているため、今後は情報を共有す
ることで市民福祉を向上していきたい。
答弁で今後の改善が約束されたことを
評価し、賛成する。

菅　源太郎　議員

日本共産党武蔵野市議団

財政力を生かした市独自の生活支援施策と
市民を支える職員の処遇改善・正規職員増を
①②③賛成

　決算審査を通じ、本市の財政力の高
さが改めて確認された。新型コロナウ
イルス感染症が５類となり、市民の活
動が再開するも、急激な物価高騰が市
民を直撃した中、補正予算を組んでの
さまざまな経済的支援の実施を評価す
る。しかし、コロナの影響からまだ回
復していないところや訪問介護報酬引
き下げの影響で経営が厳しい事業所も
ある。都が物価高騰緊急対策補正予算
案を提案したが、市でも補正予算を組
み独自の物価高騰支援施策の早期実施

を求める。子どもの権利条例の施行を
受けた子どもの声を施策に反映する取
り組み、常設型の家庭と子どもの支援
員の拡充、気候市民会議を受けた気候
危機打開の取り組み、平和施策のあり
方懇談会報告書を生かした平和への取
り組み等を評価する。市政の重要な役
割を担う会計年度任用職員や再任用職
員の処遇改善と、実務の中で勘どころ
を承継し、市民サービスの向上を図る
ため、継続的に必要な仕事をする職員
は正規常勤職員にすることを求める。

三島　杉子　議員

ワクワクはたらく

市民の生命・財産を守るために、
変化のときと捉えて本質的な見直しを
①②③賛成

　審査の中で、議会への情報共有につ
いて課題が示された。議会の役割の一
つは市に対する政策提案であり、実態
を把握せずに的確な提案はできない。
適時適切な情報共有を行うよう強く求
める。会計年度任用職員の処遇に関す
る質疑を通し、採用や人材育成の転換
期に入ったと感じるが、様子見を続け
ず戦略的に取り組んでほしい。ベン 
ダーロックインに関する課題も山積み
だが、加速するＤＸを止めないために
も、発注段階からの工夫など、市の価

値観を含めた議論が必要である。また、
学校のエアコン設置は予算がないとさ
れる一方で、学習者用コンピューター
の故障対応には補正予算を組んでおり、
提案のプロセスにおける透明性の確保
は課題である。今年は議決を経なかっ
たため追認する事案も発生したが、さ
まざまなプロセスが形骸化しているの
ではないか。長らく築かれてきた風土、
文化を変えることは簡単ではないが、
市民の生命・財産を守るために変化の
ときと捉え、本質的な見直しを求める。

本多　夏帆　議員

無所属むさしの

公的な仕事の価値を重視し、自治体の価値を
高めるため、会計年度任用職員の待遇改善を
①②③賛成

　第六期長期計画の４年目となる昨年
度は、子どもの権利条例の施行や、新
型コロナウイルス感染症の法的位置づ
けの変更、さらには市長交代など大き
な変化があり、市政にどのような影響
があるか注視した。今回の決算の大き
な課題は、会計年度任用職員の待遇で
あり、改善を強く求める。また、男女
平等の観点から、男性の育休取得日数
増加を期待する。武蔵野東学園のグ 
ループホーム友愛寮終了後の対応は、
都に状況把握を求めつつ、市として一

層の対応を要望する。吉祥寺南病院の
診療休止による吉祥寺地区の医療体制
を心配する市民は多く、市でも協議を
しているとのことだが、行政が関与し
ていただきたい。また、中学校の特別
支援学級への通学の個別対応として、
スクールバスによる通学支援を求める。
不登校の児童生徒には、経済的支援と
恒常的な居場所づくりを求める。物価
高騰が進む中、基金を活用し格差を是
正し、多様性を尊重して差別をなくし
市民参加を深めることを求め賛成する。

山本　ひとみ　議員

自由民主・市民クラブ

隠し事のない市政、市民満足度の向上と
さらに上を目指す市政を求める
①②③賛成

　令和５年度はコロナ禍が明けた年で
あった。また年度途中で市長の辞任が
あり、市長不在の時期を経て新しい市
長に替わるという、市政運営の難しい
年度だった。その中で、保健センター
増改築に関する建設費増額を議会へ報
告する時期が遅れたこと、議会の議決
を要する事案について議決を経ず手続
きを進めたこと、保育園の重大事案に
関して議会に報告がなかったこと等、
議会対応に関する問題が多く指摘され
た。学習者用コンピューターの備品台

帳への登録漏れが明らかになる等、物
品管理の課題もあった。また、多額の
不用額が発生しているが、これを有効
に使えばさまざまな改善が可能である。
市民満足度の向上に向け、今までと同
じことを行うだけでなく、さらに上を
目指して行動するとともに、市長の公
約にある隠し事のない市政、市民の暮
らしと命を守る市政を第一にお願いす
る。今回の指摘事項の改善に取り組み、
よりよい武蔵野市となるよう、令和７
年度予算につなげることを期待する。

山崎　たかし　議員

市議会公明党

次世代職員への知見の承継、人材育成の再検討、
災害時に市民を守るための職員配置を
①②③賛成

　令和５年度決算を通し、浮き彫りに
なった課題として、議会の議決を経な
ければならなかった手続きの見落とし
や、学習者用コンピューターの備品台
帳への登録漏れ等が挙げられる。監査
委員からは次世代の職員への知見の承
継を行うべきとの指摘もあり、人材配
置や人材育成を再検討すべき時期であ
る。歳入の根幹である市税は堅調であ
り、安定した財政状況だと考える。歳
出では医療費の膨張や物価高騰、人件
費の高騰がある。今後は財政計画が上

振れすることを念頭に置かなくてはな
らないと考える。自治体ＤＸについて
は、成果が見えてきたと感じるが、情
報通信関連等はベンダーロックインの
状況になりやすく、随意契約の危険性
を肝に銘ずる必要がある。防災につい
て、首都直下地震や大雨は備えなくて
はならない災害である。中心になって
対応するのは市役所であり、災害時に
市民を守るための職員配置が必要だ。
市長を先頭に14万８千人の市民を守っ
ていただくことを強く求め、賛成する。

大野　あつ子　議員

　９月30日の本会議で決算に対する各会派の賛否の討論が行われました。
以下はその要旨です。このほかに、会派に属さない小林　まさよし　議員
の賛成討論もありました。各会派の構成は８面に掲載しております。
　決算特別委員会の詳しい内容は、インターネット議会中継または会議録
でご覧いただけます。会議録は11月下旬以降、各市立図書館、各コミュニ
ティセンター、市役所７階市政資料コーナー、または市議会ホームページ
において閲覧することができます。
①令和５年度武蔵野市決算の認定について
②令和５年度武蔵野市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について
③令和５年度武蔵野市下水道事業会計利益の処分及び決算の認定について
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　第３回定例会では９月３日、４日、５日に23名の議員から一般質問が行わ
れました。各議員の主な質問と答弁を要約して掲載します。
　詳しくは、11月下旬発行予定の会議録（設置場所：各市立図書館、各コミ
ュニティセンター、市役所７階市政資料コーナー）、または武蔵野市議会ホ
ームページの会議録検索（第３回定例会分は11月29日登録予定）、インター
ネット議会中継でご覧いただけます。

※�一般質問とは、議員が市政全般にわたり、市長をはじめとする執行機関に
対し、事務の状況や将来に対する方針等について、質問をしたり、説明や
報告を求めたりすることをいいます。

一一一 般般般 質質質 問問問 与座　武　議員

吉祥寺南病院の閉院に関し①従前どおり急性期医療を担える
二次救急医療病院を吉祥寺地区に誘致すべきでは②公益を担う
市の責任において、可能な限りの支援が必要と考えるが見解は。
①吉祥寺南病院の運営医療法人に対し、二次救急医療の提供
や災害時拠点病院となることが可能な後継医療法人を探すよう
要望している②吉祥寺地区の地域医療を考える緊急庁内調整会
議で、事業継承に関し、どのような支援が可能か検討している。
第五小学校が仮設校舎へ仮移転することにより、第五中学校
敷地内に小学校と中学校が共存することになるが、体育の授業
や部活動、休み時間等で校庭を利用する際の調整状況を伺う。
教育活動に支障が出ないよう、近隣の小学校から協力を得な
がら校庭や体育館、プールの割り当ての調整を行っている。

吉祥寺南病院の閉院に伴う吉祥寺地区の
地域医療課題への対応を求める

菅　源太郎　議員

学校プールについて①児童生徒の安全確保の観点から気候条
件を考慮することへの見解は②民間プールの活用や新たな温水
プール整備を含む共同利用プールによる対応について見解は。
①児童生徒の身体はもちろん、施設面の安全性確保は学習効
果のある指導を行ううえで重要だ②民間プールや共同利用プー
ルでの指導は児童生徒の安全管理と教員の負担から難しいが、
学校懇談会などでの市民の意識、地域の考えを尊重し判断する。
民間所有の戦争遺物の目録化や広く市が借り入れて展示する
など、武蔵野空襲等の遺物の収集・活用について見解を伺う。
夏季平和事業の際に、市民が所有する鉄かぶとや爆弾の破片
などを来場者が実際に触れる機会を設けた。目録の作成に取り
組む市民団体との連携や、戦争遺物の常設的な展示も検討する。

猛暑の中、学校改築に併せて市立
小・中学校のプール施設の在り方を問う

山本　ひとみ　議員

自閉症の子どもとそうでない子どもが共に学ぶ教育で注目を
集めた、武蔵野東学園のグループホームである友愛寮が今年９
月で閉鎖される。子どもの権利条例で明記されるように、東学
園で子どもの権利は生かされているのか見解を伺う。
東学園の子どもについても権利は保障されるべきと考える。
友愛寮閉鎖による入寮者への対応について、市長の見解は。
友愛寮の閉鎖は大変残念な結果だが、東京都と連携し東学園
に対して一人一人に寄り添った支援を行うよう強く要望する。
新たなグループホームに入居することができない友愛寮入寮
者が一人でもいる場合、都は閉鎖を認めないことになるのか。
都はすべての入寮者の次の入居先が決定しない限り、閉鎖を
了承しないと聞いており、市としても必要な対応を考えたい。

武蔵野東学園は子どもの権利を尊重し
誰も取り残さないグループホーム運営を

下田　ひろき　議員

レプリコンワクチンの有効性および安全性について、また非
接種者に感染するのではないかという懸念に対する見解を問う。
一定の有効性、安全性は担保されていると認識をしている。
新型コロナワクチン予防接種健康被害救済制度の本市におけ
る申請受理件数と認定件数、また認定内容の詳細を伺う。
８月30日時点での申請受理件数は12件、認定件数は10件であ
り、そのうち医療費および医療手当に関する案件は８件、死亡
一時金および葬祭費に係る案件が２件となっている。
予防接種健康被害救済制度の申請方法や副反応等の被害状況
などの丁寧な周知を提案してきたが、その後の状況を伺う。
打たれる方が、効果や一定のリスク等についても十分な理解
をしたうえで接種ができるよう引き続き周知をしていきたい。

今秋から始まるレプリコンワクチンに
ついて見解を問う

東山　あきお　議員

啓発活動については目標設定のないままいたずらに公金を投
入せずに、定量的・定性的な目標設定をしていただきたいが、
市民ニーズを正確にくみ取り、検証するためには統計学の知識
が必要だと考える。市政アンケートや市民意識調査においても、
各種啓発活動への認知度、浸透度、目標に関する市民意識等を
聴取し、その調査方法や効果は統計的に有意かを数字で示した
うえで今後の施策を展開していただきたいが、見解を伺う。
いかに効率的にＰＲし、それがどう市民に伝わり、どうフィー
ドバックされるのか等、統計的に把握していくことも非常に大
事だと認識している。しっかりとした目標設定とそれが達成で
きているか、それをどのように今後の施策につなげていくか等、
これから庁内でしっかりと議論しながら進めていきたい。

目標なしに公金を投入することなく
各種啓発活動は統計的に有意か示せ

さこう　もみ　議員

母語も日本語も学習が困難なダブルリミテッドを防ぎ、アイ
デンティティの確立を支えるため、外国にルーツを持つ子と保
護者に継続的な母語習得の重要性を伝え機会を提供すべきでは。
母語を学習することは大切だと考える。学校では、国際理解

教育の中で多様な言語・文化に触れる取り組みを研究したい。
保育園での外国にルーツを持つ子と保護者の受け入れは、現
場に一任せず、通訳ツール貸し出しや研修等支援をすべきでは。
必要に応じオンライン通訳サービス用端末を貸し出している。
同性カップルに対し、続き柄欄に「夫（未届）」「妻（未届）」
と記載し、事実婚と同等の表記とする住民票の交付は可能か。
本年７月に総務省が長崎県大村市へ示した見解や、住民基本
台帳事務処理要領等に基づき、同居人と記載する。

外国にルーツを持つ子どもと
保護者の支援拡充を

道場　ひでのり　議員

むさしのジャンボリーの中止について、重大な案件であるに
もかかわらず市長への報告や対応等が遅すぎると考えるが、「プ
ロアクティブの三原則」に鑑み、事業中止決定のタイミングや
経緯は、ガバナンスの視点から組織上適切であったかを伺う。
近年の熊の出没状況に対し万全の対策ができていたとは言え
ない状況であり、もっと早い段階で報告すべきであったと認識
している。直前の中止決定となったことで、準備を進めていた
各地区にはご迷惑をおかけしたと思っている。
危機管理に関する講習等により職員へ喚起をしていく必要が
あると考えるが、今後の講習や研修の実施について考えを問う。
現在も研修等は行っているが、これからも危機管理に関する
訓練、研修をしっかりと重ねていきたいと考えている。

「プロアクティブの三原則」に鑑み 
危機管理の徹底を
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児童生徒のプライバシーや心情に配慮した
健康診断の実施を

教育条件整備、武蔵野東学園友愛寮閉鎖、
東部地域への児童館設置に対する見解は

地域の絆を深める「心のサポーター」の
普及と特養の経営課題を問う

市のワクチン接種事業、小・中学生の
学校間交流に関する市のイベントについて問う

法令に基づく万全な安全設計で、
安心安全なまちづくりを

学童クラブの夏休みのお弁当の展望と
会計年度任用職員の処遇改善を求める

非正規労働者の賃金引き上げ、
ケアマネジャーへの支援拡大を求める

熊出没に対する市立自然の村の安全対策と
ジャンボリー事業の運営体制強化を

児童生徒のプライバシーや心情に配慮し、同性の医師が実施
するなど、安心して健康診断を受診できる環境整備が必要では。
同性の医師を健診に配置することは難しいが、女性の場合は
同性の補助員または養護教諭が、健診に立ち会い対応している。
母子健康手帳のデジタル化やアプリの導入について、見解は。
予防接種事務のデジタル化に向けた国や他自治体の動きも見
据え、電子版母子健康手帳の導入やアプリの選定を研究したい。
管理負担軽減や利便性を考慮し、学校施設開放等予約システ
ムを導入する自治体もあるが、本市での導入について見解は。
システムで予約できないことは課題だと考える。システムの
所有者と学校施設の管理者が異なるため、役割分担や個人情報
の共有、費用や負担等さまざまな面で課題があり、研究したい。

少人数学級の推進に関し、中学校での正規教員を配置した35
人学級の実現を東京都へ要望してほしいが、見解は。
教育長会から都に対し、中学校全学年35人学級編成の検討や、
都から国へ少人数学級推進を働きかけるよう要望している。
武蔵野東学園友愛寮は、行き先が決まらない方が一人でもい
る場合、事業の終了や閉鎖はできないと考えるが、見解は。
事業終了の可否は都の判断だが、市としても最後の一人まで
取り残されない丁寧な支援を武蔵野東学園に強く要望している。
東部地域に専門職を配置した児童館の設置を求めるが見解は。
第六期長期計画・第二次調整計画で、中高生世代の居場所と
して児童厚生施設も視野に入れ議論している。第六次子どもプ
ランでも、東部地域の子どもの居場所の確保を検討している。

メンタルヘルスの問題を抱える人に対し、見守り、手を差し
伸べる地域づくりが重要であるため、心のサポーター養成研修
を実施し市民にも支援の場を広げてはどうかと考えるが見解は。
既存事業との関係性を整理し必要に応じ実施を検討していく。
シニア支え合いポイント制度について、サポーターと施設と
のマッチングがうまくできていないという課題もあるのでは。
活動内容や対象施設等の拡大の必要性があると認識している。
定員が埋まらないことによる特養の経営課題への対応は。
市民の支障にならない範囲で市民以外の入所も検討を進める。
会計年度任用職員待遇改善のためベースアップについて伺う。
常勤職員の給与改定の状況や他市の同職種の状況を踏まえ、
今後改定について検討していく。

ＨＰＶワクチンやコロナワクチンの接種について、メリット
やデメリットを市民に理解しやすく伝える工夫はしているか。
予診票送付時に、効果と副反応を記載した国のパンフレット
や市のちらしを同封し、分かりやすく丁寧な周知に努めている。
客観的な情報の伝え方については引き続き研究・検討したい。
子ども議会で、他校との交流を求める声が多くあったが、学
校行事としての実行は時間がかかる。まずは市が主導して、学
校間の交流ができるイベントを定期的に行うことは可能か。
市内中学校総合体育大会や連合音楽会等、すでに市が主導し
て複数の学校が交流できる行事を行っている。また、市のイベ
ントを私立学校を含めて案内することで、さらなる学校間交流
が生まれる可能性があり、さまざまなイベントの中で考えたい。

児童生徒の登下校時の荷物軽量化のため、置き勉やロッカー
利用等の取り組みについて全校の実態調査を求めるが見解は。
実効性のある軽量化の取り組みを指示し、随時確認していく。
平成20年に教師１人１台のパソコンを導入し、デジタルテレ
ビとプロジェクターも現在ほぼ配備された。ＧＩＧＡスクール
構想に後ろ向きな前市長に対し、コロナ禍でのオンライン授業
試行を後押しした。さらなる加速を望むが、①教員用デジタル
教科書の活用実態②高速大容量の地域ＢＷＡ※の整備状況は。
①３月に調査し把握している②整備が遅れており調整する。
学校事故を科学的に分析し予防につなげる、文部科学省推奨
のセーフティプロモーションスクールの導入について見解は。
学校安全活動の充実にすでに取り組んでいるが今後研究する。

※地域の公共の福祉の増進に寄与することを目的として導入された電
気通信業務の無線システム

学童クラブの夏休みのお弁当について①現状での成果と課題、
今後の改善策と展望は②配食事業者の選定は、父母会任せでは
なく市としても一緒に検討すべきだと考えるが見解を伺う。
①現在試行結果を取りまとめており、取りまとめ後に議会に
報告する②試行を通じて今後どのように進めるか検討したい。
社会的に人件費が高騰しており、会計年度任用職員の待遇が
自治体間で異なると、優秀な職員が本市に応募しなくなること
や、より待遇のよい自治体へ転出してしまうことになりかねず、
職種や経験を踏まえ適正な待遇にするべきだと考える。また、
会計年度任用職員は重要で大切な職と考えているか見解を伺う。
市政を進めていくうえで重要な人材と認識しており、他自治
体との均衡も鑑み、改善が必要な部分については検討したい。

自治体が発注する公共事業等で働く労働者が、適正な労働環
境と賃金等の確保ができる公契約条例の制定を求めるが見解は。
国の法整備などによる広域的かつ統一的な対応が優先と考え
るが、近隣市区をはじめ他自治体の動向も注視していきたい。
公務員全体の約４割が非常勤の会計年度任用職員であり、多
くの仕事を担っているが、本市では期末勤勉手当の支給月数や
報酬が他市と比べ低い実態であり、引き上げを求めるが見解は。
常勤職員の給与とのバランスや、他市の報酬単価の状況等を
踏まえ、26市平均より低いところは議論の余地はあると考える。
高齢化等によるケアマネジャーの確保が課題だが、対応は。
さまざまな支援は行ってきたが、十分に支援が行き届いてい
るか、実際にケアマネジャーの話などを聞き確認したい。

ジャンボリー開催準備期間における熊対応の強化は検討した
のか。また、来年度に向けての安全対策の強化について伺う。
熊出没の完全な排除は困難だが、間伐の実施、村内巡回、撃
退装置の導入等を行った。来年度に向け、柵の設置、熊忌避剤
の設置、専門のＮＰＯ法人への支援依頼等を検討している。
キャンプカウンセラーの人数や年齢構成の状況は。また支援
職員との役割を明確にし、技術に応じた対価を支払うべきでは。
加入が少なく年齢構成が上がり、課題がある。役割は市とカ
ウンセラーで検討し、謝礼額と勤務時間の整合性も検討したい。
新人職員の研修でジャンボリーの支援員として参加しては。
研修としての実施は困難だが、事業の意義を伝え、多くの職
員がジャンボリー事業に関わってもらえるよう検討したい。

きくち　由美子　議員 浜田　けい子　議員

三島　杉子　議員 山崎　たかし　議員

深田　貴美子　議員 川名　ゆうじ　議員

本間　まさよ　議員 木﨑　剛　議員



7 令和6年（2024年）11月15日発行

学校間交流の実現に向けた取り組み方針と
学校グラウンド整備の考え方は

おひとりさまの終活支援や、
コミュニティを担う方の対価改善を求める

地域の担い手不足における議論の深化、
小・中学生の通学時の荷物重量の軽減を

保健センターをインクルーシブ防災拠点に

３歳児健診や吉祥寺南病院の課題、
メタバース※の活用についての見解は

リュック軽量化への環境整備（デジタル
教科書・冷水機の全校設置）を早急に進めよ

二中・六中の統廃合を白紙にするという
市長公約に反していないか問う

子どもたちが生きる力をつけるため、
武蔵野プレイスの未利用会議室等の開放を

武蔵野市らしさについて、市長はどのように考えているか。
ハード面では緑多いまちであり、ソフト面では市民参加によ
り市政を進める、市民自治のまちであると考えている。
中学生から学校間の交流を求める声があるが、見解は。
現在はさまざまなリスクを勘案し、実施に対して慎重に判断
しており、できるようにするための方策は時間をかけて検討す
る必要がある。複数校での合同行事は、教育委員会ですでにさ
まざま開催しているが、市主催の行事も含めて考えてみたい。
学校グラウンドの整備に関する取り組みを伺う。
今年度から隔年で市立小・中学校９校で、専門業者による点
検を行うこととした。学校から教育委員会へさまざまな困り事
を相談できるよう、風通しのよい関係を構築していきたい。

65歳以上のひとり暮らし女性の相対的貧困率が44.1％と深刻
な状況だが高齢単身者の老後と終活に関しどう検討しているか。
高齢者に限らず身寄りがない方への支援は課題だ。総合支援
調整会議で福祉公社や市民社協とともに事例研究を行っている。
コミュニティや市民自治を担う諸活動の対価に対する見直し
が必要だが、コミセン窓口手当の改善は庁内でどう検討するか。
市民活動に関する連絡調整会議を設け、補助金や広報等を議
論している。有償ボランティアの対価も今後議論が必要である。
女性支援新法の制定により、本市は女性支援の目的を再度捉
え直して支援を拡充していくべきと考えるが、見解を伺う。
新法により女性相談の法律上の位置づけが明確になった。現
行の相談対応の中で必要とされる支援の拡充を研究したい。

地域の担い手不足問題に関し、これまでのルールでは若い世
代が市政に関わりにくく、議論を深めるべきと考えるが見解は。
一つ一つの状況を丁寧に議論すべき時期が来ていると考える。
小・中学生の通学時の荷物重量について、現状どの程度の重
さになっているのか学校ごとにヒアリングを行ったうえで、学
年別に適正な重量を研究する必要があると考えるが見解は。
子どもの体格により適正な重量は異なると考えるが、教育委
員会としても重量を軽くしたいとの思いは持っている。タブレ
ットの更新についても、軽いものを選定するよう検討している。
催眠商法に関し、市内の状況や相談体制、取り組み等を伺う。
市の消費生活センターや、国や都の運営する各センター等で
相談を受けており、８月15日号市報で注意喚起の記事を載せた。

保健センターの増築に際し、首都直下地震への備えとして、
一番身近で要配慮者を救済する災害時福祉拠点としての役割を
保健センターの機能に追加すべきだと考えるが、見解は。
災害時拠点としての整備は重要と認識している。災害時福祉
拠点としての位置づけは施設の収容能力や人的資源、地域や関
係機関との連携、他部門との連絡調整も含め慎重に考えたい。
家庭の廃食油を持続可能な航空燃料（ＳＡＦ）とするため、
廃食油の回収を再開してはいかがか。
本市の回収事業は、回収量の減少や、資源化できる事業者の
撤退等により令和２年度に終了した。東京都でも回収促進事業
を行っており、他自治体の動向を注視しつつ、民間事業者との
連携手法など、さまざまな角度から研究したい。

３歳児健診受診票にきつ音という項目を作るべきだが見解は。
きつ音という言葉の解説を載せる前提で、前向きに検討する。
本市における今後のメタバース活用についての考えを伺う。
近隣市との共同研究で有効性を確認している。ＤＸの推進に
よりオンライン申請を進め、来庁せずに済む市役所を目指す。
武蔵境の魅力発信につなげるため、ＳＨＩＲＯＢＡＫＯマン
ホール設置記念のイベントを行うべきだと考えるが見解は。
詳細は決定していないが、武蔵境商店会連合会をはじめ地域
の皆様と連携のうえ、実施する方向で検討を進めている。
吉祥寺南病院閉院に関し市民病院を求める声もあるが見解は。
開設時の建設費用や医療機器の維持費、医師をはじめとする
医療スタッフの確保等の問題があり、慎重な対応が必要だ。
※インターネット上に存在する仮想空間

子ども議会での登下校リュック軽量化の質問を受け①教科書
デジタル化の科目拡大②冷水機や給水機の全校設置が必要では。
①分割して必要分だけ持ち帰れる教科書等、他方策も考え検
討したい②新校舎の設置は考えるが既存校舎は考えていない。
災害時家庭用携帯トイレの購入費助成や全戸配布への見解は。
公園等の災害用トイレも全体的に検討し、積極的に進めたい。
都のフリースクール利用者等への助成開始を受け、本市でも
不登校者数等の現状把握や、通所型施設への対応が必要では。
通所型施設への対応は、都の情勢を見極めたうえで議論が必
要だ。市内不登校者等の現状把握は課題であり適切に行いたい。
民間連携含めまちづくりとしてベンチ増設を求めるが見解は。
全庁で設置場所を探し、置けるところがあれば対応したい。

武蔵野市第六期長期計画・第二次調整計画テーマ別論点集に、
中学校の統合も含め検討するとの記載があるが、二中・六中の
統廃合を白紙にするという市長公約に反しているという自覚は。
第二次調整計画策定委員会では、二中・六中に限らず全市的
視点で、適正な校数や校舎の在り方を議論していただきたい。
都市計画にある建築物の高さ制限を見直したいということか。
50メートル制限の見直しではなく、新しいまちづくりとして
高さ制限の議論を行う場合はあり、総合的視点で検討していく。
樹冠被覆率※の考え方に関し、①気候危機対策としての有用
性は②次期（仮称）緑の基本計画2027において導入すべきでは。
①ヒートアイランド現象の緩和や木陰の創出等、さまざまな
視点で有用と考える②次期計画改定時に考え方を議論したい。
※市全体の面積に対する、樹木の枝や葉が茂っている部分の割合

武蔵野プレイスで30分以上未利用の会議室を、子どもたちが
学習スペースとして無償利用できるよう、運用の変更は可能か。
30分を過ぎても未利用の場合に開放するという運用への変更
は、課題を全て把握しておらず、御意見は運営団体へ伝えたい。
新たなピアノの購入に伴い、古くて使用頻度の低いピアノを
にぎわい創出のためストリートピアノとして活用してはどうか。
管理や音に課題があるが可能性について前向きに研究したい。
平成20年以来設置されていない、有識者や市民を含む行財政
改革委員会を設置し、事務事業や補助金を見直すべきでは。
第七次行財政改革を推進するための基本方針は策定中である。
その後の基本方針の策定や行財政改革の進め方は、今後改めて
検討する。

西園寺　みきこ　議員 大野　あつ子　議員

宮代　一利　議員 本多　夏帆　議員

小林　まさよし　議員橋本　しげき　議員

蔵野　恵美子　議員藪原　太郎　議員
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　会派とは、市政について、同じような考えや意見を持って
いる議員のグループで、議会活動の一つの基盤となります。

※氏名は議席番号順、電話番号は会派控室（市役所７階）の直通電話番号です。
議員の連絡先は、わたしの便利帳や市議会ホームページでご確認いただくか、議
会事務局にお問い合わせください。

会派名簿

日本共産党武蔵野市議団� ☎６０－１８８８
橋　本　しげき　　三　島　杉　子
本　間　まさよ

自由民主・市民クラブ� ☎６０－１８８４

道場　ひでのり　　きくち　由美子
ひがし　まり子　　木　﨑　　　剛
山　崎　たかし　　与　座　　　武 日本維新の会武蔵野市議団� ☎６０－１８８５

深　田　貴美子　　東　山　あきお

ワクワクはたらく� ☎６０－１８９０
宮　代　一　利　　本　多　夏　帆

無所属むさしの� ☎６０－１９４４
さこう　も　み　　山　本　ひとみ

会派に属さない議員� ☎６０－１９０９
小林　まさよし　　下　田　ひろき

立憲民主ネット� ☎６０－１８８９

菅　　　源太郎　　藪　原　太　郎
蔵　野　恵美子　　西園寺　みきこ
川　名　ゆうじ　　深　沢　達　也

市議会公明党� ☎６０－１８８７

大　野　あつ子　　浜　田　けい子
落　合　勝　利

※会派構成が変更になりました。

第３回定例会
【市長提出議案（12件）】
●グランドピアノの買入れについて   可決（賛成多数）

※武蔵野スイングホールに、新たにイタリアのファツィオリ製のグ
ランドピアノを買い入れるもの。金額は3,232万9,000円。

※総務委員会で継続審査となっていましたが、今定例会で可決され
ました。

●武蔵野市印鑑条例の一部を改正する条例   可決（全会一致）
※証明書窓口受付端末機による印鑑登録証明の申請等の規定を追加

するなどの改正を行うもの。
●武蔵野市国民健康保険条例の一部を改正する条例 

   可決（賛成多数）
※国民健康保険法の改正などに伴い、被保険者証の返還に関する規

定を削除するなどの改正を行うもの。
●武蔵野市立武蔵野芸能劇場ほか2施設の指定管理者の指定につ

いて   可決（賛成多数）
※市内の3つの文化施設（武蔵野芸能劇場、武蔵野スイングホールお

よびかたらいの道市民スペース）の指定管理者に、アクティオ株式
会社を指定するもの。

●令和６年度武蔵野市一般会計補正予算（第2回） 
   可決（賛成多数）

●令和６年度武蔵野市介護保険事業会計補正予算（第１回） 
   可決（全会一致）

●武蔵野市手数料徴収条例の一部を改正する条例 
   可決（全会一致）
※建築基準法の改正に伴い、条例における法律の引用条項を改正す

るもの。
●令和６年度武蔵野市一般会計補正予算（第3回） 

   可決（全会一致）
●令和５年度武蔵野市決算の認定について   認定（賛成多数）
●令和５年度武蔵野市水道事業会計利益の処分及び決算の認定に

ついて   可決および認定（全会一致）
●令和５年度武蔵野市下水道事業会計利益の処分及び決算の認定

について   可決および認定（全会一致）
●武蔵野市教育委員会委員の任命の同意について 

   同意（全会一致）
※本市教育委員会委員に下

しも

田
だ

　昌
まさ

子
こ

　氏を任命することについて、
市議会の同意を求めるもの。

【議員提出議案（1件）】
●当面の間、現行の健康保険証とマイナ保険証の両立を求める意

見書   否決（賛成少数）

議案審議結果（議決）一覧

所属会派の変更について
・�小林　まさよし　議員が自由民主・市民クラブを離れ、
会派に属さない議員になりました。（令和６年７月１９日付）

市議会からのお知らせ

以下のとおり、全員協議会が開催されました。
・武蔵野市立保健センター増築及び複合施設整備について
（令和６年１0月７日）
※�会議録の速報版をホームページに掲載しています。正式
な会議録は最終校正後（おおむね会議開催後から２か月
後）会議録検索システムへ掲載されます。

全員協議会
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議案に対する各議員の賛否結果については、
市議会ホームページに掲載しています。

総務委員会　行政視察報告
令和６年７月に総務委員会で、下記のとおり行政視察を実施しました。
委員会視察報告の詳細については、市議会ホームページでご覧いただけます。

委員会 総務委員会
テーマ 議案第５７号 グランドピアノの買入れについての審査に伴う現状視察

目　的
議案第５７号 グランドピアノの買入れについての審査に伴い、市内の各公共施
設に設置されているピアノの現状および都内の公共施設に設置されている同
型のピアノを調査する。

日　程：
令和６年７月８日（月曜日）
視察先：
武蔵野スイングホールおよび
武蔵野市民文化会館
内　容：

　今回、買い換えの提案のあったスイング
ホールのスタインウェイ社製ピアノ１台、お
よび文化会館に設置されるピアノの実態、
利用状況や管理状況などについて、調律
を委託する事業者から詳細を伺った。

日　程：
令和６年７月１９日（金曜日）
視察先：
江東区豊洲文化センター
豊洲シビックセンターホール
内　容：

　都内で唯一、ファツィオリ社製のピ
アノを設置する公共施設である豊洲シ
ビックセンターを訪問し、選定の経緯、
保守管理の状況、利用状況などの実
態を伺った。

総務委員会行政視察の様子

総務委員会行政視察の様子

市議会だよりへのご意見、ご要望をお聞かせください。

議　会
事務局

ＴＥＬ ０４２２－６０－１８８３　ＦＡＸ ０４２２－５５－７５５５
メールアドレス　ofc-gikai@city.musashino.lg.jp
市議会ホームページ　https://www.city.musashino.lg.jp/shigikai/


